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(57)【要約】
【課題】ばり取りしながら搬送される記録媒体にシワが
発生するのを抑制することができるばり取り装置、記録
媒体供給装置、画像形成装置を得る。
【解決手段】圧縮ばねの付勢力が伝達された対向ロール
は、シート部材Ｐの幅方向の端部を第一ロール２１４の
外表面又は第二ロール２１６の外表面に押し付ける。さ
らに、第一ロール２１４の回転軸２１４Ａ及び第二ロー
ル２１６の回転軸２１６Ａは、シート部材Ｐの幅方向内
側から幅方向外側にかけて、シート部材Ｐの搬送方向の
下流側から上流側に傾けられているため、第一ロール２
１４及び第二ロール２１６と対向ロール２３２との間で
搬送されるシート部材Ｐは、幅方向外側に引っ張られな
がら下流側に搬送される。これにより、ばり取りしなが
ら搬送されるシート部材Ｐにシワが発生するのを抑制す
ることができる。
【選択図】図１



(2) JP 2012-148843 A 2012.8.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送される記録媒体の幅方向の一方の端部に回転しながら接触する第一接触部材と、
　搬送される記録媒体の幅方向の他方の端部に回転しながら接触する第二接触部材と、
　前記第一接触部材及び前記第二接触部材との間で搬送される記録媒体を挟み込む挟込部
材と、
　前記第一接触部材及び前記第二接触部材と前記挟込部との間に記録媒体を挟み込むよう
な付勢力を生じさせる付勢部材と、を備え、
　前記第一接触部材及び前記第二接触部材は、回転しながら前記記録媒体を記録媒体の幅
方向外側に引っ張るように配置されるばり取り装置。
【請求項２】
　前記第一接触部材及び前記第二接触部材と前記挟込部材とが搬送される記録媒体を挟み
込む挟込位置と、前記第一接触部材及び前記第二接触部材と前記挟込部材とが離間する離
間位置とを切り替える切替部材を備える請求項１に記載のばり取り装置。
【請求項３】
　内部に記録媒体が積載される記録媒体積載部と、
　前記記録媒体積載部に対して記録媒体の幅方向に移動可能に設けられ、前記記録媒体積
載部に積載された記録媒体の幅方向一端部又は両端部と当り、積載された記録媒体を揃え
る揃え部材と、
　前記記録媒体積載部から外部に送り出される記録媒体の幅方向両端部のばりを取る請求
項１又は２に記載のばり取り装置と、
　請求項１又は２のばり取り装置に設けられた第一接触部材及び第二接触部材を記録媒体
の幅方向の端部と接触させるように、前記揃え部材の移動と連動させて前記第一接触部材
及び前記第二接触部材の内少なくとも一方を移動させる連動部材と、
　を備える記録媒体供給装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載のばり取り装置と、
　記録媒体に画像を形成する画像形成部と、
　前記ばり取り装置によってばり取りされた記録媒体を前記画像形成部に搬送する搬送部
材と、
　を備える画像形成装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の記録媒体供給装置と、
　記録媒体に画像を形成する画像形成部と、
　前記記録媒体供給装置から供給された記録媒体を前記画像形成部に向けて搬送する搬送
部材と、
　を備える画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ばり取り装置、記録媒体供給装置、及び画像形成装置着に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載の用紙矯正装置は、用紙の搬送経路の上部側に並べて設けられる第１
矯正ロール及び第２矯正ロールと、搬送経路を挟んで第１矯正ロール及び第２矯正ロール
の下部側に設けられる板材と、第１矯正ロールおよび第２矯正ロールを板材側に押しつけ
る４本のばねとを備えている。
【０００３】
　そして、第１矯正ロール及び第２矯正ロールは、それぞれ、用紙の搬送方向に平行な端
部の通過位置に取り付けられている。用紙が用紙矯正装置を通過する際、用紙の両端部に
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は第１矯正ロール及び第２矯正ロールによって所定の圧力が加えられ、両端部に存在する
ばりが押しつぶされるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平２００８－２５４８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、ばり取りしながら搬送される記録媒体にシワが発生するのを抑制する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１に係るばり取り装置は、搬送される記録媒体の幅方向の一方の端部に
回転しながら接触する第一接触部材と、搬送される記録媒体の幅方向の他方の端部に回転
しながら接触する第二接触部材と、前記第一接触部材及び前記第二接触部材との間で搬送
される記録媒体を挟み込む挟込部材と、前記第一接触部材及び前記第二接触部材と前記挟
込部との間に記録媒体を挟み込むような付勢力を生じさせる付勢部材と、を備え、前記第
一接触部材及び前記第二接触部材は、回転しながら前記記録媒体を記録媒体の幅方向外側
に引っ張るように配置されることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の請求項２に係るばり取り装置は、請求項１に記載において、前記第一接触部材
及び前記第二接触部材と前記挟込部材とが搬送される記録媒体を挟み込む挟込位置と、前
記第一接触部材及び前記第二接触部材と前記挟込部材とが離間する離間位置とを切り替え
る切替部材を備えることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の請求項３に係る記録媒体供給装置は、内部に記録媒体が積載される記録媒体積
載部と、前記記録媒体積載部に対して記録媒体の幅方向に移動可能に設けられ、前記記録
媒体積載部に積載された記録媒体の幅方向一端部又は両端部と当り、積載された記録媒体
を揃える揃え部材と、前記記録媒体積載部から外部に送り出される記録媒体の幅方向両端
部のばりを取る請求項１又は２に記載のばり取り装置と、請求項１又は２のばり取り装置
に設けられた第一接触部材及び第二接触部材を記録媒体の幅方向の端部と接触させるよう
に、前記揃え部材の移動と連動させて前記第一接触部材及び前記第二接触部材の内少なく
とも一方を移動させる連動部材と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　本発明の請求項４に係る画像形成装置は、請求項１又は２に記載のばり取り装置と、記
録媒体に画像を形成する画像形成部と、前記ばり取り装置によってばり取りされた記録媒
体を前記画像形成部に搬送する搬送部材と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　本発明の請求項５に係る画像形成装置は、請求項３に記載の記録媒体供給装置と、記録
媒体に画像を形成する画像形成部と、前記記録媒体供給装置から供給された記録媒体を前
記画像形成部に向けて搬送する搬送部材と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の請求項１のばり取り装置によれば、回転しながら記録媒体を幅方向外側に引っ
張る第一接触部材及び第二接触部材が設けられていない場合と比して、ばり取りしながら
搬送される記録媒体にシワが発生するのを抑制することができる。
【００１２】
　本発明の請求項２のばり取り装置によれば、第一接触部材及び第二接触部材と挟込部材
とが常に接触している場合と比して、第一接触部材及び第二接触部材に対する負荷を軽減
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することができる。
【００１３】
　本発明の請求項３の記録媒体供給装置によれば、第一接触部材及び第二接触部材の位置
が固定されている場合と比して、記録媒体の大きさが異なる場合でも、ばり取りしながら
搬送される記録媒体にシワが発生するのを抑制することができる。
【００１４】
　本発明の請求項４の画像形成装置によれば、請求項１又は２に記載のばり取り装置が設
けられていない場合と比して、搬送部材が記録媒体のばりにより損傷するのを抑制するこ
とができる。
【００１５】
　本発明の請求項５の画像形成装置によれば、請求項３に記載の記録媒体供給装置が設け
られていない場合と比して、搬送部材が記録媒体のばりにより損傷するのを抑制すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る記録媒体供給装置を示した斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係るばり取り装置を示した斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係るばり取り装置を示した斜視図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る記録媒体供給装置を示した平面図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る記録媒体供給装置を示した平面図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る記録媒体供給装置を示した平面図である。
【図７】本発明の第１実施形態に係る記録媒体供給装置を示した斜視図である。
【図８】本発明の第１実施形態に係る画像形成装置に設けられた画像形成ユニットを示し
た構成図である。
【図９】本発明の第１実施形態に係る画像形成装置を示した概略構成図である。
【図１０】本発明の第２実施形態に係る記録媒体供給装置を示した斜視図である。
【図１１】本発明の第２実施形態に係る記録媒体供給装置を示した平面図である。
【図１２】本発明の第２実施形態に係る記録媒体供給装置を示した平面図である。
【図１３】本発明の第３実施形態に係るばり取り装置を示した斜視図である
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の第１実施形態に係るばり取り装置、記録媒体供給装置及び画像形成装置の一例
を図１～図９に従って説明する。なお、図中に示す矢印ＵＰは、鉛直方向上方を示す。
【００１８】
　　（全体構成）
　本実施形態に係る画像形成装置１０は、フルカラー画像又は白黒画像を形成するもので
あり、図９に示されるように、水平方向一側（図９における左側）部分を構成する第１処
理部が収容された第１筐体１０Ａと、第１筐体１０Ａと分割可能に接続され、水平方向他
側（図９における右側）部分を構成する第２処理部が収容された第２筐体１０Ｂとを備え
ている。
【００１９】
　第２筐体１０Ｂの上部には、コンピュータ等の外部装置から送られてくる画像データに
画像処理を施す画像信号処理部１３が設けられている。
【００２０】
　一方、第１筐体１０Ａの上部には、第１特別色（Ｖ）、第２特別色（Ｗ）、イエロー（
Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）の各トナーを収容するトナーカー
トリッジ１４Ｖ、１４Ｗ、１４Ｙ、１４Ｍ、１４Ｃ、１４Ｋが水平方向に沿って交換可能
に設けられている。
【００２１】
　なお、第１特別色及び第２特別色としては、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラック以
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外の色（透明を含む）から適宜選択される。また、以後の説明では、各構成部品について
第１特別色（Ｖ）、第２特別色（Ｗ）、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）
、ブラック（Ｋ）を区別する場合は、数字の後にＶ、Ｗ、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋのいずれかの英
字を付して説明し、第１特別色（Ｖ）、第２特別色（Ｗ）、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（
Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）を区別しない場合は、Ｖ、Ｗ、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｋを省
略する。
【００２２】
　さらに、トナーカートリッジ１４の下側には、各色のトナーに対応する６つの画像形成
ユニット１６が、各トナーカートリッジ１４と対応するように水平方向に沿って設けられ
ている。
【００２３】
　画像形成ユニット１６毎に設けられた露光装置４０は、前述した画像信号処理部１３に
よって画像処理を施された画像データを画像信号処理部１３から受け取り、この画像デー
タに応じて変調した光ビームＬを後述の像保持体１８へ照射するように構成されている（
図８参照）。
【００２４】
　各画像形成ユニット１６は、図８に示されるように、一方向（図８における時計回り方
向）に回転駆動される像保持体１８を備えている。各露光装置４０から各像保持体１８へ
光ビームＬが照射されることにより、各像保持体１８には静電潜像が形成される。
【００２５】
　各像保持体１８の周囲には、像保持体１８を帯電するコロナ放電方式（非接触帯電方式
）のスコロトロン帯電器２０と、露光装置４０によって像保持体１８に形成された静電潜
像を現像剤で現像する現像装置２２と、転写後の像保持体１８に残留する現像剤を除去す
る除去部材としてのブレード２４と、転写後の像保持体１８に光を照射して除電を行う除
電装置２６とが設けられている。
【００２６】
　スコロトロン帯電器２０、現像装置２２、ブレード２４、除電装置２６は、像保持体１
８の表面と対向して、像保持体１８の回転方向上流側から下流側へ向けてこの順番で配置
されている。
【００２７】
　現像装置２２は、トナーを含んだ現像剤Ｇを収容する現像剤収容部材２２Ａと、現像剤
収容部材２２Ａに収容された現像剤Ｇを像保持体１８に供給する現像ロール２２Ｂとを含
んで構成されている。現像剤収容部材２２Ａは、トナーカートリッジ１４（図９参照）と
トナー供給路（図示省略）を通して接続されており、トナーカートリッジ１４からトナー
が供給されるようになっている。
【００２８】
　図９に示されるように、各画像形成ユニット１６の下側には、転写部３２が設けられて
いる。転写部３２は、各像保持体１８と接触する環状の中間転写ベルト３４と、各像保持
体１８に形成されたトナー画像を中間転写ベルト３４に多重転写させる一次転写部材とし
ての一次転写ロール３６とを含んで構成されている。
【００２９】
　中間転写ベルト３４は、図示しないモータで駆動される駆動ロール３８と、中間転写ベ
ルト３４に張力を付与する張力付与ロール４１と、後述する二次転写ロール６２に対向す
る対向ロール４２と、複数の巻掛ロール４４とに巻き掛けられており、駆動ロール３８に
より、一方向（図９における反時計回り方向）に循環移動されるようになっている。
【００３０】
　各一次転写ロール３６は、中間転写ベルト３４を挟んでそれぞれの各画像形成ユニット
１６の像保持体１８と対向配置されている。また、一次転写ロール３６は、給電ユニット
（図示省略）によって、トナー極性とは逆極性の転写バイアス電圧が印加されるようにな
っている。この構成により、像保持体１８に形成されたトナー画像が中間転写ベルト３４
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に転写されるようになっている。
【００３１】
　中間転写ベルト３４を挟んで駆動ロール３８の反対側には、ブレードを中間転写ベルト
３４に接触させて、中間転写ベルト３４上の残留トナーや紙粉等を除去する除去装置４６
が設けられている。
【００３２】
　転写部３２の下方には、用紙等の記録媒体が収容される記録媒体供給装置５８が水平方
向に沿って２個並んで設けられている。
【００３３】
　各記録媒体供給装置５８には、内部に記録媒体としてのシート部材Ｐが積載される記録
媒体積載部４８が設けられている。各記録媒体積載部４８は、第１筐体１０Ａから引き出
し自在とされている。さらに、各記録媒体積載部４８の一端側（図９における右側）の上
方には、各記録媒体積載部４８からシート部材Ｐを搬送経路６０へ送り出す送出ロール５
２が設けられている。
【００３４】
　また、各記録媒体積載部４８内には、シート部材Ｐが載せられる底板５０が設けられて
いる。この底板５０は、記録媒体積載部４８が第１筐体１０Ａから引き出されると、図示
せぬ制御手段の指示によって下降するようになっている。底板５０が下降することで、ユ
ーザーがシート部材Ｐを補充する空間が記録媒体積載部４８に形成される。
【００３５】
　第１筐体１０Ａから引き出された記録媒体積載部４８を第１筐体１０Ａに装着すると、
底板５０が、制御手段の指示によって上昇するようになっている。底板５０が上昇するこ
とで、底板５０に載せられた最上位のシート部材Ｐと送出ロール５２とが当るようになっ
ている。
【００３６】
　さらに、送出ロール５２の記録媒体搬送方向下流側（以下、単に「下流側」という場合
がある）には、記録媒体積載部４８から送り出されるシート部材Ｐに発生しているばりを
取るばり取り装置６４が設けられている。なお、記録媒体供給装置５８については詳細を
後述する。
【００３７】
　また、記録媒体供給装置５８の下流側には、記録媒体積載部４８から重なって送り出さ
れたシート部材Ｐを１枚ずつに分離する分離ロール５６が設けられている。分離ロール５
６の下流側には、シート部材Ｐを搬送方向下流側に搬送する搬送部材の一例としての搬送
ロール５４が複数個設けられている。
【００３８】
　記録媒体積載部４８と転写部３２との間に設けられる搬送経路６０は、記録媒体供給装
置５８から送り出されたシート部材Ｐを第１折返部６０Ａで図９における左側に折り返し
、さらに、第２折返部６０Ｂで図９における右側に折り返すように、二次転写ロール６２
と対向ロール４２との間の転写位置Ｔ（画像形成部の一例）へ延びている。
【００３９】
　二次転写ロール６２は、給電部（図示省略）によって、トナー極性とは逆極性の転写バ
イアス電圧が印加されるようになっている。この構成により中間転写ベルト３４に多重転
写された各色のトナー画像が、二次転写ロール６２によって、搬送経路６０に沿って搬送
されてきたシート部材Ｐに二次転写される構成となっている。
【００４０】
　搬送経路６０の第２折返部６０Ｂへ合流するように、第１筐体１０Ａの側面から延びる
予備経路６６が設けられている。第１筐体１０Ａに隣接して配置される別の記録媒体収容
部（図示省略）から送り出されたシート部材Ｐが予備経路６６を通って搬送経路６０に入
り込めるようになっている。
【００４１】
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　転写位置Ｔの下流側には、トナー画像が転写されたシート部材Ｐを第２筐体１０Ｂに向
けて搬送する複数の搬送ベルト７０が第１筐体１０Ａに設けられ、搬送ベルト７０に搬送
されたシート部材Ｐを下流側に搬送する搬送ベルト８０が第２筐体１０Ｂに設けられてい
る。
【００４２】
　複数の搬送ベルト７０及び搬送ベルト８０のそれぞれは、環状に形成されており、一対
の巻掛ロール７２に巻き掛けられている。一対の巻掛ロール７２は、シート部材Ｐの搬送
方向上流側と下流側とにそれぞれ配置されており、一方が回転駆動することにより、搬送
ベルト７０（搬送ベルト８０）を一方向（図９における時計回り方向）に循環移動させる
。
【００４３】
　搬送ベルト８０の下流側には、シート部材Ｐの表面に転写されたトナー画像をシート部
材Ｐに熱と圧力で定着させる定着ユニット８２が設けられている。
【００４４】
　定着ユニット８２は、定着ベルト８４と、定着ベルト８４に対して下側から接触するよ
うに配置された加圧ロール８８と、を備えている。定着ベルト８４と加圧ロール８８との
間には、シート部材Ｐを加圧加熱してトナー画像を定着させる定着部Ｎが形成されている
。
【００４５】
　定着ベルト８４は、環状に形成されており、駆動ロール８９及び従動ロール９０に巻き
掛けられている。駆動ロール８９は、加圧ロール８８に対して上側から対向しており、従
動ロール９０は、駆動ロール８９よりも上側に配置されている。
【００４６】
　駆動ロール８９及び従動ロール９０は、それぞれに、ハロゲンヒータ等の加熱部が内蔵
されている。これにより、定着ベルト８４が加熱される。
【００４７】
　図９に示されるように、定着ユニット８２の下流側には、定着ユニット８２から送り出
されたシート部材Ｐを下流側へ搬送する搬送ベルト１０８が設けられている。搬送ベルト
１０８は、搬送ベルト７０と同様に形成されている。
【００４８】
　搬送ベルト１０８の下流側には、定着ユニット８２によって加熱されたシート部材Ｐを
冷却する冷却ユニット１１０が設けられている。
【００４９】
　冷却ユニット１１０は、シート部材Ｐの熱を吸収する吸収装置１１２と、シート部材Ｐ
を吸収装置１１２に押し付ける押付装置１１４とを備えている。吸収装置１１２は、搬送
経路６０に対する一方側（図９における上側）に配置され、押付装置１１４は、他方側（
図９における下側）に配置されている。
【００５０】
　吸収装置１１２は、シート部材Ｐと接触し、シート部材Ｐの熱を吸収する環状の吸収ベ
ルト１１６を備えている。吸収ベルト１１６は、吸収ベルト１１６へ駆動力を伝達する駆
動ロール１２０と、複数の巻掛ロール１１８とに巻き掛けられている。
【００５１】
　吸収ベルト１１６の内周側には、吸収ベルト１１６と面状に接触して吸収ベルト１１６
が吸収した熱を放熱させるアルミニウム材料で形成されたヒートシンク１２２が設けられ
ている。
【００５２】
　さらに、ヒートシンク１２２から熱を奪い熱気を外部へ排出させるためのファン１２８
が、第２筐体１０Ｂの裏側（図９に示す紙面奥側）に配置されている。
【００５３】
　シート部材Ｐを吸収装置１１２に押し付ける押付装置１１４は、シート部材Ｐを吸収ベ
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ルト１１６へ押し付けながらシート部材Ｐを搬送する環状の押付ベルト１３０を備えてい
る。押付ベルト１３０は、複数の巻掛ロール１３２に巻き掛けられている。
【００５４】
　冷却ユニット１１０の下流側には、シート部材Ｐを挟んで搬送し、シート部材Ｐの湾曲
（カール）を矯正する矯正装置１４０が設けられている。
【００５５】
　矯正装置１４０の下流側には、シート部材Ｐに定着されたトナー画像のトナー濃度欠陥
、画像欠陥、画像位置欠陥等を検出する検出装置１８０が設けられている。
【００５６】
　検出装置１８０では、光源からシート部材Ｐへ出射され、シート部材Ｐによって上方に
反射された反射光をＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）イメージセ
ンサ等の検出素子で検出することにより、トナー濃度欠陥、画像欠陥、画像位置欠陥等を
検出するようになっている。
【００５７】
　検出装置１８０の下流側には、片面に画像が形成されたシート部材Ｐを第２筐体１０Ｂ
の側面に取り付けられた排出部１９６に排出する排出ロール１９８が設けられている。
【００５８】
　一方、両面に画像を形成させる場合は、検出装置１８０から送出されたシート部材Ｐは
、検出装置１８０の下流側に設けられた反転経路２０２に搬送されるようになっている。
【００５９】
　反転経路２０２には、搬送経路６０から分岐する分岐パス２０２Ａと、分岐パス２０２
Ａに沿って搬送されるシート部材Ｐを第１筐体１０Ａ側に向けて搬送する用紙搬送パス２
０２Ｂと、用紙搬送パス２０２Ｂに沿って搬送されるシート部材Ｐを逆方向に向けて折返
してスイッチバック搬送させて表裏を反転させる反転パス２０２Ｃが設けられている。
【００６０】
　この構成により、反転パス２０２Ｃでスイッチバック搬送されたシート部材Ｐは、第１
筐体１０Ａに向けて搬送され、さらに、記録媒体積載部４８の上方に設けられた搬送経路
６０に入り込み、転写位置Ｔへ再度送り込まれるようになっている。
【００６１】
　次に、画像形成装置１０の画像形成工程について説明する。
【００６２】
　画像信号処理部１３で画像処理が施された画像データが、各露光装置４０に送られる。
各露光装置４０では、画像データに応じて各光ビームＬを出射して、スコロトロン帯電器
２０によって帯電した各像保持体１８に露光し、静電潜像が形成される。
【００６３】
　図８に示されるように、像保持体１８に形成された静電潜像は、現像装置２２によって
現像され、第１特別色（Ｖ）、第２特別色（Ｗ）、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シ
アン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）の各色のトナー画像が形成される。
【００６４】
　図９に示されるように、各画像形成ユニット１６Ｖ、１６Ｗ、１６Ｙ、１６Ｍ、１６Ｃ
、１６Ｋの感光体２８に形成された各色のトナー画像は、６つの一次転写ロール３６Ｖ、
３６Ｗ、３６Ｙ、３６Ｍ、３６Ｃ、３６Ｋによって中間転写ベルト３４に順次多重転写さ
れる。
【００６５】
　中間転写ベルト３４に多重転写された各色のトナー画像は、二次転写ロール６２によっ
て、記録媒体積載部４８から搬送されてきたシート部材Ｐ上に二次転写される。トナー画
像が転写されたシート部材Ｐは、搬送ベルト７０によって第２筐体１０Ｂの内部に設けら
れた定着ユニット８２に向けて搬送される。
【００６６】
　シート部材Ｐ上の各色のトナー画像が定着ユニット８２により加熱・加圧されることで
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シート部材Ｐに定着する。さらに、トナー画像が定着されたシート部材Ｐは、冷却ユニッ
ト１１０を通過して冷却された後、矯正装置１４０に送り込まれ、シート部材Ｐに生じた
湾曲が矯正される。
【００６７】
　湾曲が矯正されたシート部材Ｐは、検出装置１８０によって画像欠陥等が検出された後
、排出ロール１９８によって排出部１９６に排出される。
【００６８】
　一方、画像が形成されていない非画像面に画像を形成させる場合（両面印刷の場合）は
、検出装置１８０を通過後に、シート部材Ｐが反転経路２０２で反転され、記録媒体積載
部４８の上方に設けられた搬送経路６０に送り込まれて、前述した手順で裏面にトナー画
像が形成される。
【００６９】
　なお、本実施形態に係る画像形成装置１０では、第１特別色及び第２特別色の画像を形
成するための部品（画像形成ユニット１６Ｖ・１６Ｗ、露光装置４０Ｖ・４０Ｗ、トナー
カートリッジ１４Ｖ・１４Ｗ、一次転写ロール３６Ｖ・３６Ｗ）は、ユーザーの選択によ
り、追加部品として第１筐体１０Ａに装着可能に構成されている。従って、画像形成装置
１０としては、第１特別色及び第２特別色の画像を形成するための部品を有さない構成、
第１特別色及び第２特別色のうちいずれか１色の画像を形成するための部品のみを有する
構成としてもよい。
【００７０】
　（要部構成）
　次に、記録媒体供給装置５８について説明する。
【００７１】
　図１に示されるように、記録媒体供給装置５８には、前述したように内部にシート部材
Ｐが積載される箱状の記録媒体積載部４８が設けられ、この記録媒体積載部４８の内部に
は、シート部材Ｐが載せられる板状の底板５０が配置されている。
【００７２】
　さらに、記録媒体積載部４８に対してシート部材Ｐの幅方向（図１に示す矢印Ｗ方向、
以下単に「幅方向」と言う場合がある）に移動可能に設けられ、記録媒体積載部４８に積
載されたシート部材Ｐの幅方向一端部と当り、積載されたシート部材Ｐを幅方向に揃える
揃え部材の一例としてのサイドガイド２１０が設けられている。
【００７３】
　また、記録媒体積載部４８に対してシート部材Ｐの長さ方向（図１に示す矢印Ｌ方向）
に移動可能に設けられ、記録媒体積載部４８に積載されたシート部材Ｐの後端部と当り、
積載されたシート部材Ｐを長さ方向に揃えるエンドガイド２１２が設けられている。なお
、サイドガイド２１０及びエンドガイド２１２の移動を可能とするスリットが底板５０に
設けられている。
【００７４】
　さらに、記録媒体積載部４８において、シート部材Ｐの長さ方向先端側（シート部材Ｐ
が送り出される側）には、記録媒体積載部４８から送り出されるシート部材Ｐに発生して
いるばりを取るばり取り装置６４が、設けられている。なお、シート部材Ｐに発生してい
るばりとは、シート部材Ｐを裁断する際にシート部材Ｐの端部に生じる、シート部材Ｐの
厚さ方向に発生する出っ張りである。
【００７５】
　図１、図２に示されるように、ばり取り装置６４は、記録媒体積載部４８から送り出さ
れるシート部材Ｐの幅方向の一方の端部に回転しながら接触する第一接触部材の一例とし
ての第一ロール２１４と、シート部材Ｐの幅方向の他方の端部に回転しながら接触する第
二接触部材の一例としての第二ロール２１６とを備えている。
【００７６】
　図４に示されるように、第一ロール２１４及び第二ロール２１６は、平面視で（上方か
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ら見て）、記録媒体積載部４８から送り出されるシート部材Ｐを幅方向外側に引っ張るよ
うに配置されている。
【００７７】
　詳細には、第一ロール２１４及び第二ロール２１６の回転軸２１４Ａ及び回転軸２１６
Ａは、シート部材Ｐの幅方向に対して、シート部材Ｐの幅方向内側から幅方向外側にかけ
て、シート部材Ｐの搬送方向の下流側から上流側に傾けられている。さらに、第一ロール
２１４及び第二ロール２１６の上端側は、記録媒体積載部４８の上端部に設けられた蓋板
２１８に形成された開口部２１８Ａ及び開口部２１８Ｂから夫々外部に突出するように設
けられている。
【００７８】
　また、図１、図２に示されるように、第一ロール２１４及び第二ロール２１６の回転軸
２１４Ａ及び回転軸２１６Ａの両端側は、上下方向に延びる板状の支持部材２２０に回転
可能に取り付けられている。そして、回転軸２１４Ａ及び回転軸２１６Ａの一端部には、
ギア２２４が形成されている。このギア２２４と噛み合うように、上下方向に並べられた
ギア群２２６が回転自在に支持部材２２０に取り付けられている。
【００７９】
　さらに、ギア群２２６を構成すると共に最下端に配置されたギア２２８の回転軸には、
駆動原としてのモータ２３０の回転軸が取り付けられており、モータ２３０を駆動させる
ことで、モータ２３０から生じた回転力がギア群２２６を介して第一ロール２１４及び第
二ロール２１６に伝達されるようになっている。
【００８０】
　また、図２に示されるように、第一ロール２１４及び第二ロール２１６と対向するよう
に、第一ロール２１４及び第二ロール２１６との間で搬送されるシート部材Ｐを挟み込む
挟込部材の一例としての対向ロール２３２が、第一ロール２１４及び第二ロール２１６の
上方に設けられている。そして、対向ロール２３２の回転軸２３２Ａはシート部材Ｐの幅
方向に延びている。
【００８１】
　対向ロール２３２に設けられた回転軸２３２Ａの両側には、第１筐体１０Ａ（図９参照
）に固定されたＬ字を逆さまにした逆Ｌ字状の支持部材２３４が設けられている。さらに
、対向ロール２３２に設けられた回転軸２３２Ａの両端は、支持部材２３４に形成された
上下に延びる長孔２３４Ａに挿し通されている。そして、回転軸２３２Ａは、この長孔２
３４Ａ内を移動可能とされている。
【００８２】
　さらに、対向ロール２３２の長手方向両側には、図示せぬ駆動力で回転する切替部材の
一例としてのカム２３６が設けられている。そして、長孔２３４Ａから外側に突出した回
転軸２３２Ａの端部は、このカム２３６の外周面に下側から支持されるようになっている
。
【００８３】
　また、支持部材２３４において外側に折り曲げられた折曲部２３４Ｂと回転軸２３２Ａ
との間には、対向ロール２３２を第一ロール２１４及び第二ロール２１６側に付勢する付
勢部材の一例としての圧縮ばね２３８が圧縮状態で設けられている。
【００８４】
　この構成により、カム２３６の短径部の外周面で対向ロール２３２の回転軸２３２Ａを
支持しようとすると回転軸２３２Ａとカム２３６とは離間して、対向ロール２３２は、第
一ロール２１４及び第二ロール２１６を押圧する押圧位置（図２参照）となるようになっ
ている。一方、図示せぬ制御部からの指示によりカム２３６を回転させてカム２３６の長
径部の外周面で対向ロール２３２の回転軸２３２Ａを支持するときは、対向ロール２３２
は、押圧位置から第一ロール２１４及び第二ロール２１６と離間する離間位置（図３参照
）に切り替えられるようになっている。
【００８５】
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　以上より、ばり取り装置６４は、第一ロール２１４、第二ロール２１６、対向ロール２
３２、圧縮ばね２３８及びカム２３６を主要部品として構成されている。
【００８６】
　さらに、図１に示されるように、第一ロール２１４が取り付けられた一対の支持部材２
２０の下端部とサイドガイド２１０の下端部とを接続する連動部材の一例としての接続部
材２４０が、底板５０の下側に設けられている。
【００８７】
　この構成により、図４、図５に示されるように、接続部材２４０は、第一ロール２１４
及び第二ロール２１６をシート部材Ｐの幅方向の端部と接触させる位置に、サイドガイド
２１０の移動と連動させて第一ロール２１４を移動させるようになっている。
【００８８】
　また、図７に示されるように、記録媒体積載部４８の背面（記録媒体積載部４８が第１
筐体１０Ａに取り付けられた際に奥側を向く面）には、モータ２３０（図１参照）に電気
を供給するために第１筐体１０Ａに固定されたコネクタ（図示省略）と接続されるコネク
タ２４２が設けられている。
【００８９】
　さらに、コネクタ２４２が第１筐体側１０Ａ側のコネクタとの接続位置に案内されるよ
うに、記録媒体積載部４８の背面には、記録媒体積載部４８が第１筐体１０Ａに収納され
た際に第１筐体１０Ａに設けられた凹部に嵌る凸状の位置決めピン２４４が２個設けられ
ている。つまり、この構成により、第１筐体１０Ａに対する記録媒体積載部４８の収納位
置が決まり、効率良くコネクタ２４２が第１筐体１０Ａに固定されたコネクタに接続され
るようになっている。
【００９０】
　以上より、記録媒体供給装置５８は、記録媒体積載部４８、サイドガイド２１０、ばり
取り装置６４及び接続部材２４０を主要部品として構成されている。
【００９１】
　（作用）
　次に、ばり取り装置６４及びこのばり取り装置６４を備えた記録媒体供給装置５８の作
用について説明する。
【００９２】
　図２に示されるように、対向ロール２３２の回転軸２３２Ａをカム２３６の短径部の外
周面で支持しようとすると回転軸２３２Ａとカム２３６とは離間し、対向ロール２３２は
第一ロール２１４及び第二ロール２１６を押圧する押圧位置に配置されている。
【００９３】
　そして、図１、図２、図６に示されるように、回転運動する送出ロール５２（図９参照
）は、記録媒体積載部４８に積載された最上位のシート部材Ｐを下流側に送り出す。さら
に、記録媒体積載部４８から送り出されるシート部材Ｐは、回転する第一ロール２１４及
び第二ロール２１６と対向ロール２３２との間に挟まれながらさらに下流側に搬送される
。
【００９４】
　ここで、圧縮ばね２３８の付勢力が伝達された対向ロール２３２は、シート部材Ｐの幅
方向の端部を第一ロール２１４の外表面又は第二ロール２１６の外表面に押し付ける。
【００９５】
　さらに、前述したように、第一ロール２１４の回転軸２１４Ａ及び第二ロール２１６の
回転軸２１６Ａは、シート部材Ｐの幅方向内側から幅方向外側にかけて、シート部材Ｐの
搬送方向の下流側から上流側に傾けられている（図６参照）。これにより、第一ロール２
１４及び第二ロール２１６と対向ロール２３２との間で搬送されるシート部材Ｐは、幅方
向外側に引っ張られながら下流側に搬送される。
【００９６】
　以上説明したように、シート部材Ｐの幅方向の端部が第一ロール２１４の外表面又は第
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二ロール２１６の外表面に押し付けられることで、切断時にシート部材Ｐの幅方向の端部
に生じたばりが押しつぶされて除去される（ばり取りされる）。
【００９７】
　また、搬送されるシート部材Ｐが幅方向外側に引っ張られながら下流側に搬送されるた
め、シート部材Ｐに生じるシワが抑制される。
【００９８】
　また、図示せぬ制御部からの指示によりカム２３６を回転させることで、対向ロール２
３２は、押圧位置から第一ロール２１４及び第二ロール２１６と離間する離間位置（図３
参照）に切り替えられる。このため、シート部材Ｐのばり取りが不要な際には、対向ロー
ル２３２を離間位置に切り替えることで、第一ロール２１４及び第二ロール２１６に対す
る負荷が軽減される。
【００９９】
　また、第一ロール２１４及び第二ロール２１６に負荷される荷重が軽減されることで、
第一ロール２１４及び第二ロール２１６の寿命が伸ばされる。
【０１００】
　また、接続部材２４０が、第一ロール２１４及び第二ロール２１６をシート部材Ｐの幅
方向の端部と接触させるように、サイドガイド２１０の移動と連動させて第一ロール２１
４を移動させる。このため、シート部材Ｐの大きさに応じて、ばり取りしながら搬送され
るシート部材Ｐに生じるシワが抑制される。
【０１０１】
　また、搬送されるシート部材Ｐのばりが除去されているため、ばり取り装置６４の下流
側に設けられた搬送ロール５４の損傷が抑制される。
【０１０２】
　次ぎに、本発明の第２実施形態に係るばり取り装置、記録媒体供給装置及び画像形成装
置の一例を図１０～図１２に従って説明する。なお、第１実施形態と同一部材については
、同一符号を付してその説明を省略する。
【０１０３】
　図１０に示されるように、本第２実施形態に係る記録媒体供給装置２５０には、記録媒
体積載部４８に対してシート部材Ｐの幅方向に移動可能に設けられ、記録媒体積載部４８
に積載されたシート部材Ｐの幅方向一端部と当り積載されたシート部材Ｐの幅方向を揃え
る揃え部材の一例としての第一サイドガイド２５２と、シート部材Ｐの幅方向に移動可能
に設けられ、記録媒体積載部４８に積載されたシート部材Ｐの幅方向他端部と当り積載さ
れたシート部材Ｐの幅方向を揃える揃え部材の一例としての第二サイドガイド２５４とを
備えている。
【０１０４】
　さらに、第一サイドガイド２５２及び第二サイドガイド２５４の下端と、第一ロール２
１４を支持する支持部材２２０及び第二ロール２１６を支持する支持部材２２０の下端と
の間には、第一ロール２１４及び第二ロール２１６をシート部材Ｐの幅方向の端部と接触
させるように、第一サイドガイド２５２及び第二サイドガイド２５４の移動と連動させて
第一ロール２１４及び第二ロール２１６を移動させる連動部材の一例としての連動装置２
５６が設けられている。
【０１０５】
　詳細には、連動装置２５６は、第一サイドガイド２５２の下端と第一ロール２１４を支
持する支持部材２２０の下端とを接続する板状の接続部材２５８と、第二サイドガイド２
５４の下端と第二ロール２１６を支持する支持部材２２０の下端とを接続する板状の接続
部材２６０と、接続部材２５８と接続部材２６０との間に設けられたラックアンドピニオ
ン機構２６２とを備えている。
【０１０６】
　そして、ラックアンドピニオン機構２６２は、接続部材２５８に基端部が固定されて先
端部が接続部材２６０に向けて延びる第一ラックギア２６４と、接続部材２６０に基端部
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が固定されて先端部が接続部材２５８に向けて延びる第二ラックギア２６６と、第一ラッ
クギア２６４及び第二ラックギア２６６と噛み合うと共に、第一ラックギア２６４と第二
ラックギア２６６との間に配置され、記録媒体積載部４８の底板に回転可能に取り付けら
れたピニオンギア２６８とを備えている。
【０１０７】
　以上の構成により、図１１、図１２に示されるように、連動装置２５６は、第一ロール
２１４及び第二ロール２１６をシート部材Ｐの幅方向の端部と接触させるように、第一サ
イドガイド２５２及び第二サイドガイド２５４の移動と連動させて第一ロール２１４及び
第二ロール２１６とを移動させる。
【０１０８】
　次ぎに、本発明の第３実施形態に係るばり取り装置、記録媒体供給装置及び画像形成装
置の一例を図１３に従って説明する。なお、第１実施形態と同一部材については、同一符
号を付してその説明を省略する。
【０１０９】
　図１３に示されるように、本第３実施形態に係るばり取り装置２７０には、第一ロール
２１４及び第二ロール２１６との間で搬送されるシート部材Ｐを挟み込む対向ロールは設
けられておらず、それに替えて挟込部材の一例としての対向板２７２が設けられている。
【０１１０】
　詳細には、対向板２７２は平板を折り曲げて形成されている。そして、対向板２７２に
は、第一ロール２１４及び第二ロール２１６との間で搬送されるシート部材Ｐを挟み込む
搬送部２７２Ａと、搬送されるシート部材Ｐの先端を第一ロール２１４及び第二ロール２
１６と搬送部２７２Ａとの間に案内する案内部２７２Ｂとが設けられている。
【０１１１】
　さらに、第一ロール２１４を支持する一対の支持部材２２０には、シート部材Ｐの搬送
方向に突出する突出片２２０Ａが設けられている。そして、この突出片２２０Ａの下面に
は、支持部材２２０を介して第一ロール２１４を対向板２７２に向けて付勢する付勢部材
の一例としての圧縮ばね２７４の一端が固定されている。
【０１１２】
　なお、第二ロール２１６を支持する支持部材２２０も同様の構成となっており、第二ロ
ール２１６は、圧縮ばね２７４の付勢力で対向板２７２に向けて付勢されている。
【０１１３】
　なお、本発明を特定の実施形態について詳細に説明したが、本発明はかかる実施形態に
限定されるものではなく、本発明の範囲内にて他の種々の実施形態が可能であることは当
業者にとって明らかである。例えば、上記第１、第２、第３実施形態では、ばり取り装置
を記録媒体供給装置に設けた場合を例にとって説明したが、特に記録媒体供給装置に限定
されることなく第１筐体１０Ａ内のシート部材Ｐの搬送経路に設ければよい。
【０１１４】
　また、上記第１、第２、第３実施形態では、第一ロール２１４及び第二ロール２１６に
回転力を付与するモータ２３０が設けられる構成を例にとって説明したが、特に第一ロー
ル及び第二ロールに回転力を付与する必要はなく第一ロール及び第二ロールは回転自在で
あればよい。
【０１１５】
　また、上記第１実施形態では、対向ロール２３２を上方に移動させて第一ロール２１４
及び第二ロール２１６と対向ロール２３２とを離間させたが、第一ロール及び第二ロール
を移動させて、第一ロール及び第二ロールと対向ロールとを離間させてもよい。
【符号の説明】
【０１１６】
１０　　　　　画像形成装置
４８　　　　　記録媒体積載部
５４　　　　　搬送ロール（搬送部材の一例）
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６４　　　　　ばり取り装置
２１０　　　　サイドガイド（揃え部材の一例）
２１４　　　　第一ロール（第一接触部材の一例）
２１６　　　　第二ロール（第二接触部材の一例）
２３２　　　　対向ロール（挟込部材の一例）
２３６　　　　カム（切替部材の一例）
２３８　　　　圧縮ばね（付勢部材の一例）
２４０　　　　接続部材（連動部材の一例）
２５０　　　　記録媒体供給装置
２５２　　　　第一サイドガイド（揃え部材の一例）
２５４　　　　第二サイドガイド（揃え部材の一例）
２５６　　　　連動装置（連動部材の一例）
２７０　　　　はり取り装置
２７２　　　　対向板（挟込部材の一例）
２７４　　　　圧縮ばね（付勢部材の一例）

【図１】 【図２】
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